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明石公園（兵庫県明石市）にて淡水ガメ類の調

査を実施したので，報告する．調査は捕獲罠に

よる捕獲調査と産卵巣の探索調査を実施した．

捕獲調査は2016年６月22日から９月10日にか

けて実施した．明石公園内の５つのため池で罠

を設置し，１つのため池につき１回の調査で１個

の罠を設置した（図１）．罠は罠内に誘引用の餌（

アジやサバなどの魚）を入れて，設置した翌日に

回収した．５つのため池で捕獲された淡水ガメ類

は，合計128匹であった．種別に示すと，アカミミ

ガメ97匹，クサガメ31匹で，アカミミガメが全体の

75.8％を占め，スッポンとニホンイシガメは確認

されなかった．各ため池で捕獲された調査日ごと

表１．明石公園内のため池における調査日ごとの淡水ガメ捕獲個体数

の個体数を表１に示す．いずれのため池もアカミミガメが優占した．１回の調査に捕獲されたアカミミガメの

個体数の平均は，剛ノ池アカミミガメ4.2匹，クサガメ1.0匹，ひぐらし池アカミミガメ4.8匹，クサガメ1.4匹，藤

見池アカミミガメ6.4匹，クサガメ1.4匹，桜堀（西）アカミミガメ1.2匹，クサガメ0.8匹，桜堀（東）アカミミガメ0.8

匹，クサガメ1.6匹となった．相対的に剛ノ池，ひぐらし池及び藤見池ではアカミミガメが多く捕獲され，この

３つの池はアカミミガメの密度が高いことがわかった．
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図１．明石公園内のため池５カ所

アカ クサ アカ クサ アカ クサ アカ クサ アカ クサ アカ クサ

①  剛ノ池 3 0 7 1 4 2 5 2 2 0 21 5

②  ひぐらし池 3 1 4 1 9 3 4 2 4 0 24 7

③  藤見池 5 0 6 2 12 4 7 1 2 0 32 7

④  桜堀（西） 1 0 2 0 2 1 1 2 0 1 6 4

⑤  桜堀（東） 1 0 3 1 5 5 2 2 3 0 14 8

計 13 1 22 5 32 15 19 9 11 1 97 31

合計
ため池

6月22日 7月17日 8月14日 8月17日 9月10日

① 剛ノ池
② ひぐらし池
③ 藤見池
④ 桜堀（西）
⑤ 桜堀（東）
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産卵巣の探索調査は，2016年６月22日及び８月

14日に実施した．探索は，桜堀周辺で実施した．探

索の結果，6月22日には淡水ガメが産卵のために

掘ったと思われる穴や卵殻が散乱した箇所を合計

18カ所確認した（図２）．これら穴や卵殻のみからで

は，どの種の産卵巣であるかを特定することはでき

なかったが，捕獲調査により明石公園内のため池

にはアカミミガメが優占して生息することが明らかと

なっているため，これら産卵巣の多くはアカミミガメ

のものであると考えられる．また，卵殻が散乱した

箇所は，何かに食害を受けたように見受けられた．８月14日には淡水ガメと思われる産卵巣は発見できなか

ったが，桜堀周辺でアライグマの足跡を確認した（図３）．明石公園周辺にはアライグマが侵入しており，６月

22日に発見した卵殻が散乱した産卵巣はアライグマによって食害の被害を受けた可能性が考えられた．

明石公園は市民が身近な自然を感じられる場所であるにも関わらず，今回の調査によりアカミミガメやアラ

イグマなど北米原産の外来生物が生息することがわかった．今後も在来生物保全のために，継続的に調査

を実施していきたい．
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図２．淡水ガメが産卵のために掘ったと思われる穴や卵殻が散乱した産卵巣（2016年6月22日撮影）

図３．明石公園内桜堀周辺で発見したアライグマ
の足跡（2016年8月14日撮影）


